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概要 ： 略歴 ：

主要業績 ：

（しおで　ひろかず）

　香港に於ける 2014 年の雨傘運動から 2020 年の「香港維護国家安全法」
制定までの 6年間は、この特別行政区において民主化運動と警察が激突し、
次第に警察側が有利になるプロセスであった。
　この間、マカオにおいては激しい民主化運動や反体制運動は起きていない。
その背景として、国家安全法制を香港よりも早い 2009 年に既に制定してい
たこと、もともとマカオの民主派勢力が弱かったこと、そして香港よりも経
済状況が良好だったことなどが挙げられる。さらに、歴史的な経緯も「マカ

オの安定」に貢献している。4世紀半にわたりポルトガル人が居住してきたマカオは中国との付き合い方
を心得ている。わずか 1世紀半の経験しかない香港よりも中国に「馴化」している。
　一方で、国家安全を理由とする様々な制約もマカオで出現している。2021 年 9月の立法会選挙では複数
の民主派現職議員の立候補資格が取り消された。また、最近のいくつかの立法では、国家安全を理由とす
るさまざまな条項が付加されている。それらの立法には、カジノ関係法・中国伝統医学関係法・通信記録
提供法などが含まれる。
　従来の、「比較的自由で開かれた社会を保ちつつカジノ中心経済も維持する」という「ハンドリングが難
しい狭い道」をマカオは歩むことができるのだろうか。


